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令和 7年度第２回静岡県立こども病院と薬剤師会との打ち合わせ会報告書 

 

開催日時  令和７年９月１日（月） 19：30～20：00 

場   所  静岡市薬剤師会館 １階会議室 

出 席 者  県立こども病院：井原薬剤室長、中條統括主任 

出 席 者  静岡市薬剤師会：石川副会長、前坂理事 

清水薬剤師会：吉永副会長 

 

１ こども病院から 

①調剤過誤報告 

 ５件  

(1)調剤日 R７.5.21（島田市）） 

過誤判明日 R7.6.2 

正 クエチアピン細粒５０％ 0.2g分 1夕食後 63日分 

誤 クエチアピン細粒５０％ 0.1g分１夕食後 63日分 

施設入所中の患者様、施設職員の指摘により発覚 

今回より増量であったが、前回と同量を調剤していた。 

健康被害なし、患者対応トラブルはなかった。 

 

(2)調剤日 R7.4.23（御前崎市） 

過誤判明日 R7.6.3 

正 ナノパスニードルⅡ（3ｍｍ）14本入り 3袋 

誤 ナノパスニードルⅡ（4ｍｍ）14本入り 3袋 

次回の調剤時に前回 4ｍｍで調剤されていたことに気づき発覚。 

健康被害なし、患者対応トラブルなし。 

こども病院の採用は子供用の 3ｍｍのみ。 

 

(3)調剤日 R7.5.22（三島市） 

過誤判明日 R7.6.20 

正 リスパダールＯＤ錠 0.5㎎ 1錠 分 1寝る前 28日分 

誤 リスパダールＯＤ錠 1㎎ 1錠 分１寝る前 28日分 

6月 20日に患者より電話連絡があり発覚。5月とは別の薬局を利用し、薬剤師 

から指摘された。 

眠気の訴えあり、再調剤なし（服用済み）、患者対応トラブルなし。 

 



(4)調剤日 R7.5.28（静岡市） 

過誤判明日 R7.6.18 

正 ツムラ六君子湯エキス顆粒 1.5包分３毎食前 21日分 

誤 ツムラ六君子湯エキス顆粒 1包 分 3毎食前 21日分 

6月の応需時に前回照会したところ過誤が判明。前回から増量となっていたが、 

前回と同量で調剤していた。 

健康被害なし、服用済み、患者対応トラブルなし。 

 

(5)調剤日 R7.7.29（静岡市） 

過誤判明日 R7.8.4 

ベルソムラ錠 20㎎＋クラリスロマイシン（併用禁忌） 

こども病院からベルソムラ２０ｍｇが処方されていたが、近隣耳鼻科に 

受診した際にクラリスロマイシンが処方され併用禁忌を見逃して調剤した。 

患者母より日中も頭が重く起き上がれないと連絡があり判明。ベルソムラ、 

クラリスロマイシンを患者自己判断で中止し、すぐに受診しなかった。 

8／13定期の受診の際に再度ベルソムラ処方となった。 

 

②疑義照会の内訳および院外処方せん発行率 

   ・昨年と特にかわりない。 

   ・薬剤の入手困難に伴う事例が多い。 

 

  ③その他 

・ヘマンジオルシロップ小児用（120mL/瓶）の場合、処方医は薬が瓶のまま患者に 

渡るよう処方日数を調整することがあるが、総量が 120mLでないと疑義照会を 

受けることがある。（総量 118mLの場合、１瓶から 2mL抜いて調剤して良いか 

など）このような処方に対し、実際どのように調剤しているのかお聞ききしたい。 

→明確な決まりはなく各薬局の判断で調剤している。この事例のように、薬剤に 

わずかな端数が出ると管理が煩雑なので、端数を切り上げて調剤する薬局も多い 

と思われる。 

 

２ 薬剤師会から 

①こども病院へ質問 

・電子処方せん発行に向けて進捗はあったか 

→進展なし、電子処方せんの発行は準備中。 

なお、こども病院は処方の特性と処方せん応需薬局が広域に渡っていることから、 

電子処方せんを発行しても紙処方せんとの併用が必須になることを情報共有した。 

・電子版お薬手帳を利用する患者はいるか？ 

→いると思うが、入院患者に限って言うと利用者は少数でほとんどが紙対応。また 

薬情も同時に情報提供してくれる場合が多く、今のところで大きな変化は感じな

い。 

 

 



②こども病院へ情報提供 

・フォシーガ錠の後発薬（ダパグリフロジン）が発売になるが、後発には 2型糖尿病 

の適応しかないので処方に注意が必要。 

・新型コロナウイルス感染症の患者が増えてきた。 

 

 

 

次回開催 令和８年２月２日（月）19：30より こども病院にて 

 

 


